
虎ノ門ニュース(2021年3月9日 DHCテレビ)
日本人は誇りを忘れてるのでは？

3月9日に放送された虎ノ門ニュースで河野克俊前統合幕僚長が「戦後の日本
人は誇りを忘れてるのでは？」と苦言を呈した。
河野氏は18年の韓国での国際観艦式に自衛隊不参加した件に関して「当初は日韓
関係は重要と思い参加準備したたが、出艦直前に韓国は『国際観艦式には自衛艦旗
(旭日旗)を降して来い』と自衛隊としては受入れられないことを言いだした。最終
的に日本政府は参加取りやめ決定してくれたが、当初の政府は『旭日旗に特別の意
味がない』という見解をだし対応しようとした」と政府が曖昧な対応をしようとし
たことを暴露。
その上で「政府のそのような対応は自衛隊としては受入れ難いものだったので統

幕長会見で『自衛艦旗は海上自衛隊の誇りの旗なので絶対に降ろさない』と申した。
戦後の日本人は誇りを忘れてるのでは？誇りの問題は正面きってやるべき。そろそ
ろ日本人も覚醒すべき」と訴えた。
また河野氏は憲法についても「“自衛隊は国民認知されてるから憲法改正しなく

てもいい”や“違憲状態の自衛隊が可哀想”との意見もあるが、そもそも軍隊はどこ
の国でも最高の武装集団なのだから、どうコントロールするなど国が位置付けを決
めるのは基本中の基本で合憲・違憲か曖昧にしてはダメ。正面から改憲議論し、国
民に国の形について真正面から訴えるべき」と語った。

都民はなぜ小池百合子に怒らない？
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見出し詐欺のミスリード記事を1ヵ月で2回も発信した文春は報道機関として恥を知るべき。
自分達が気にくわない人達には何しても良いとでも思ってるのでは？
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